
2005年度 小委員会活動成果報告 
（2006年 2月 15日作成） 

小委員会名 木質構造接合部設計法小委員会 主 査 名：小松幸平 
就任年月：2004年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
木質構造運営委員会 

委員長名：和田 章  
主 査 名：鈴木秀三 

設 置 期 間    2004年 4月  ～  2008年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・初年度： 既往の接合部設計法を各種設計マニュアルから収集し、類型化し標
準設計法として整理できるものは整理し、設計に必要なパラメータ類のデータを

収集する。 
２年度： 類型化された幾つかの接合法について、執筆担当者を決定し、設計法

の原案を作成し、小委員会で妥当性を検討する。 
３年度： 最終的に、「木質構造接合部設計ノート」として出版できるよう、内

容の精査、フォームの統一を運営委員会の指導の元に進める。 
４年度： 「木質構造接合部設計ノート」の執筆と出版に取り組む。 
委員公募の有無：無 

委員構成 
（委員名（所属）） 

青木謙治（東京大学）、板垣直行（秋田県立大学）、稲山正弘（稲山建築設計事務所）、小

野 泰（ものつくり大学）、軽部正彦（森林総合研究所）、小松幸平（京都大学生存圏研究

所）、槌本敬大（建築研究所）、野口弘行（明治大学）、原田浩司（山佐木材）、堀江和美（木

質構造研究所）、宮武 敦（森林総合研究所）、安村 基（静岡大学） 

設置WG 
（WG名：目的） なし 

2005年度予算 150,000円 ホームページ公開の有無：無 

委員会 HPアドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       ９回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
１．最終年度に刊行することを目的としている 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１． 当初の活動計画に則して進行している。 
２． 最終成果物の体裁でとりまとめており、約 40％が終了した。 
３．残りの項目は、電子ファイル化する作業を行っている。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．委員の出席率は良好であるが、遠方の委員は出席が難しい状況である。 
２．本委員会の目的は出版物の作成にあり、講習会、催し物、研究集会等を主た

る目的とはしていない。 

 


